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嚢 濶 9こ於て有望なる園藝作物

し

第一蠅

技 帥 櫻井芳次郎

託安倍輝

ー、草 葦 「憂農毒」

ロ

1島に於て領咲後厖/1が廂 （限名 FragariaL.)の種苗を内地より移入 しh

くは培養ー、二年にして根絶 し失敗

に鯰したり。之が主なる原因は夏季甜温1こして或は乾燥に過ぎ或は多漏に餡

収象的要Kの不良なる囚力＼然らさ＇れば柑害及贔害等により枯死根絶する

還愕 して強隧

がhふ^より ．1呈健なる系統r.

：こ於けるがiふ栽培

品に於ける

し栽培保什 したる

容易に本島小地
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震 蔀

の容易にして人恥栽培に：

る時は尚梢劣る所あれども 、栽培

JIIこしては允分其n的
嘗部に於ては多く のが栂品稽を弧集し鋭．な研究中なるを＂

を選出しIr

（一） 品種

持に努め小敷の

を゚移入し其後横紺栽培して品種の維

殖）J強

或は多淋に対する抵抗ヤL弧＜

狛足等につきては今後温柏培養試験の要あるものなッo

（二） 栽嗜法 卒廂栽培上内地に於ける隕熱物を利川す るフレーム栽培3 ⇒

りょ石凩を釦用する促成栽培法は ~ 本釦こ｛い）ては牧支託涜上侶研究の餘地

き々以て絃には1芦して露地栽培につき淡領を記せッ o

I質ー砂fi壌t.壌L及埴質壌 l等をnIミす。埴竹地にありては堆肥を

：に施Jf1し1内．壌な彰軟ならしむへ＇し。

I期一越旦せるよ届々圃地に於て麟培洛し、本植90に供する品合は

日］中旬に個｛直せる

可：：：す。二、三月頃晩梢せるもの

る強 き

—月下旬）り至＋ーn 中 1リを可ミす 。 走

のはト一月乃至一月．r．旬迄に
は開花時期退れ結在削短く良果を褐難し。

廂雌ー内地に於ては一度定柏する時は敷箇年間柏替を行はさるもの

れさ5 本島に於ては'11J年新柏するの要あり。従て株間の距離を近くし密植

るを可さす。栽柏0)方法は稽々あれ ども(-)畦幅45rm (lJ{ 5寸）株間

21 rm (7、r)0Ilち10a（約1反）常10,200抹柏（二）畦船60cm(2)く）二列柏株nn
30 rm(1)湿 I)ち10惰 10,800株禎ミするこミあり、又（三）埴買地又は耕水良

好ならさる I：地に於ては二畦包畦科Illにし、輻は畦溝共1.8rn (6)く）にして

二列梢林間 ~Ocm(1 J{)ミするこきはJOa賞7,200株を栽梢し1!}ぺし。北し

疇叩即ばなす品合は、畔の幅1.5m (5)く）にして 消糾:;orm(1)く）

に取り列間30rm (1)く）株間21un (7、「)ミす、然るミきはJOa常12.6l

和．i;::なる。

(-) 

゜

(-:) 

O 0 

I 

（三）

O O l O O I 
([!ll) 
o o o I 
0 0 0 

0 0 0 

0 0 0 

O 0 0 

り。果は梢小なれさも摘果々適常に行ふ時は

1果 7-

加

の中

ーエスト 、オプ．

りJ隈味梢多けれミ

を出し稀

牛乳等

るに足る。it外[J図内部試験中の86品積

、「 プぅンデワ イン」rオリオとサンマー」rア リ

ール」(-名加クt見茄）「クラークシードリングi手な

に元肥

地
Kの出合は畦糾に従ひ

す）内外の消セ切り、之

枇合し覆tして高さ 6rm (2、「)内外の小畦々 作る．

二列に出を定拍す、二列の出合は千品形に栢すべし。

ら即合はRil記の如く畦を作り元肥が散布し町寧に切り込
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幣地して定杭す、定梢2-3時間前苗床に灌水して根に土の附行を容易な

らしめ 1株宛抜き採り豫定の位翌に栽梢す、而して恨元は少しく歴し定梢を

終る。定梢後は充分泄水し尚 1週間内外毎夕灌水して活行を助く 。

肥科一苗の姿成に於けるミ異り木圃に於て若し肥料の不足を来す時は開花

結立及品質に及ほす9il係額る大なり、本島に於ては紐行期間艮きを以て自ら

肥料の施用熊を多くする必要あ りu

肥料の稽類及其施JIl貨等に縣lしては択試験中に凪すれさも大約次の標準に

1見らを可さす(10a常施用it

追 肥

肥料

堆

回

K

ー

g
 

n」

K

”"n 
元名

6

6
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7
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疇 且I元土゚土：I下i]:f 
敷藁ー活ぷ殺降雨による泥跳を防＜岱め株元に槃｀籾投等を敷くを杵通こ

す。然れさも結果間に多淋なる地）jに於ては之が鯰めナ虹tふの登牛を招き層々

1） を喰、ビせ らるヽこミある を以て、f忠3rm(1.J-:)内外の小石又は瓦の破）i→

等を株元に列ぺ敷藁に替ふるこごあり。

除が一生有中3-4回除店をなし、苺の生打を助 くべ し。

摘果一花梗の登牛は苗の栽梢時期に より異なふ嵌 して1年を通し3-.J

回の結果期乞布し一期に 1株より引績き 3-4木又は 5-6本の花梗を費

し之が完熟後株の勢）Jを恢復し第二期の開花を始むる もの ヽ如しo斯くし

月又はト一月に栽杭すれば六月に牧穫を終る。花梗の登生ご其結果さを自

然に放任する時は品種により 1株より花梗5-6本 1花梗に約10果を算する

4
 

5 

ーとあり。斯の如く多数の果を結ばしむる時は果小に して良品を得るこミ能

はむ故に良果を収めんミせば］餡伏正し＜ 成長の見込あるもの11£柾につき

2呆内外を残し他は忍＜ 摘除するを可と，。

防風一冬1碑 ．脊中や節風強く之に伴ふ：；条巾及冷氣を枇す地｝八こ於ては適f

防風装四をなすを娑 -.0 

袋掛ー牡に良人果叫んとせば果の小指頭人ミなりたるミき、 1 果梗苑 I `•

ラフィン紙又は新聞祇にて作れる袋を掛け．県の肌出を防＜・・ベ し。

1"1臨，t；防除

1. 4:.fi中 2-:3回{iり｛ボールド液を撒布すべし。

2． 恨部府・,朽により株の枯タビせるものある時は根元の」こと共に迷に除k

・` し
””•リ ナメ 9つ

：｝．結果時削し於て休元に蝸牛、鋲蛤の配 ．を見らミきはITT.に即

し。

収穫ー麟は叫、果の大小、開花時期露より）＇しなれきも 1開花後30n)り

令 50—6011 しこして成熱厄ものなるを以て 、 果JJ 3 分 0) 2内外れ色せる時牧

穫す0 4嘩は砥 11 「以奴は夕亥1] に行ひ果の損出せさるほ果梗te~lt L 1果宛摘

採り付造匂 Iふものミ 9(J 

（三） 苗の蓑成法 ぷ去に就ては1付未だ研尤中にI心すれども 、従来ふ拭

成紐に依れば本島に於 ては 笈季のli：温時に（註らf:J.+1、)如＇行 の枯9Eを防止し、

足等を保持す る程疫に止め、初秋より培必，こ努め移hhlflに倶rるを可とす。

A. g予枷揺な ら高地に於てff11iいど行ふ（高tIH姿成法心

H. トー月 1` •二月 頃i\'i O)小なるも 0) な似柏 し凶き 、 三 、四月瑣1かに之をt
ぅ・ナー

副 l印 にして本植し麟粒化梗妙嬌し結果を逍けとより釦I:せる走 qヽ;

なは砂しめ [,111となすべし（｛h-#・門益成法）J
以降骰4せる、I:

-gを｛這 しNi;:なす濯 通法）。

以 I:のI勺，＼法は特殊の位凶にして1'淵立にり晨るこミ能はされさも ．B法）文
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・をC法は一般に行行し得る方法なり。 1酋是等を行ふ揖合特に注、なすぺ

＝^’に褐 く＇。

］． 及1切中肥料特に窄桑竹肥料の使用を避け草苺畑を殆き無肥粁状態に＇"'

有を促 さざるこミ。

2. 粍通法にrhる果行採牧後伍の注成をなすには五、パ月頃の走変登叩手

でに圃地には特に窄素成分の大部分がifi耗し居る搭肥村の陀合及施用法に

国するこミ 、夏1判圃地に窄ぷ其他の肥料姿分過多に5菱｛fする時は徒長罹はで

3. I',1養成中圃地の乾燥に失するこミなき様朝夕充分灌水して常に適常

淋氣を保たしむるこミ ．がIむの根は浅恨性なるを以て下布に罹り易し、され

灌漑し易き畑地或は水ulをか苺畑ミするを便ミ

4． 三n頃敷深又ば之に換ふべき臼覆物をなすこご、 1田放送な晩期に多く
なすは走在の生育を＇よす。

5. f揺鱈のた研株元に木灰を撒布し1知屯fi中 2-:1回庫ボールド液

を撒布するこ ー、

6. 印牙臨l凶他O)¥t;:哉を認めたる時は虹ちに輻除すぺし。

7． 九、 • I·JJ頃氣溢梢低下しtliよ り；む知の知tせるも のは之を除たし[{i0)

生fi充＇内を凶る こミ。

• IIli炎9戊O)f聞（I床には允分肥料l£h

ltfJセ促すこミ。

に1-2厄］iOll巴Ieb姐し

成 瓜

冦：産地及品種の性状 成歓瓜は甜瓜（序l名 (U(‘Ilmiぅ乙ヽr、10.L.)の一品fかこし

地は朝罪叫Vi迅成飲地方にしてl伽州地り
填—,i：れな、 し 本種は他の甜瓜に比して,、
げ ．す、政1多は只卵形に して果頂部には1玲

せる即形り）加）り外皮にはt'k色沿淡0)樅船あり且l俎船伏な品し表皮は研11

面なり、 1果の」[ht5．50g内外あり肉色iよ外良こ接したる部分は淡杵色なれ

7 

さもJし他は凶樺色を危す、肉竹脆軟甘味多く香氣梢高くマスクメロンに煩化し

味良好なるを以て之が栽培は将来打宅なるべし。

栽培時期 甜瓜は温I焚乾燥を奸む作物なるを以て本品北部地｝jに於ては冬

及早#,0)予節を除く期間に於て生有良好なり、就中春季二月 l‘惰］）りf三月 I:

旬播種し六、 ヒ月牧穫し成はg弔•じ月 ―r惰J)りで八｝1 J: 11H印種し卜月中1l))り至

I・―J.1_r．旬収穫tる的にす双中南部地力に於ては1f季二月"ii後播往し1i、
和tlilり］袷八、JL月以i灸ヽ 播種し冬＇｛f位燥lり］中に於て収穫

祐しこ淋潤なる々以-lN1 ftヤiLLIlI るを nJこ し 、 J.I~•• 他に於て は[i播する／どhI

こす，fl昧 1よ{1ilれに於て し南西に面し東北面には防風装凶々改けてfl1.;iり．（

< i且lrかなる必所を選ぷべし

.̀、,・::iさ共に 10('ml勺外の北が．、

l: 5.位 l2位の割合

、対史的なる力法は

と川ひ之にJll:1:.力
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し床地に並列し1鉢3-4粒宛を播種し焚芽後間引き て1林2＊ミし木痣

2-3葉の時之を本圃に定植すu

吋間一栽培地9)土質は排水良好なる砂買壌土を品も良 とす．梢埴和のt壌

にあいては邸畦ミしt地の乾燥を［趾るべし。

麟 の方法は畑地を深耕しヒ塊を砕き砂灯壌 lこ地にありては畦上 1.5111IllI;

溝 20l'l11即暉なる上地にあ りては畦 卜］．2mIIIE溝60('Inの淵il：を作り11l|汐

中央に深打18,.m 勺外の溝を掛＼りて之に元肥を施し上壌ミ良 ＜i且和し斑 r.

砧畦を作り株間GOcm扇 界 20cm内外の闘形棋床を作り之に定h（（， 。

印播一本圃に於け る闘形佐床の中央に液肥を施し之に 5-6粒のflfを7:

し燒土を以てfitす。

肥料 10可；：；施肥簡

辿 肥
肥 料 名 元 肥 計

白3-ru fEこ：但J ~!＝：杞l 釘t四Iじ！ 第五［ビl
kg I、g kg kg kg kg kg 

肥 I
I 

堆 ],500 

］ 
J,500 

300 

］ --l 
-l 3 

20 I 
2 

376 376 375 376 1.600 

粕 ＇ -I 4 6 ] 5 151 2 

元llビは叫{i前に施し辿肥第一1日は定h(i後 1週間n位に株の一邊にi蔓き溝形

濯して之に施し覆ヒす。第二回は）［後 1週間を純て他の一湊に同様のガ法

こて施 し第三！日はJt後2週間を粍て株の姐り に施用すJ第四回

中間填き溝烈filりて之に施し第T1.IE]は其後2-3週間を毘伐の 50cm f勺

外に伸びたるごき畔プ）上部ボ側に溝を・tliけて施し同時に中問培十．を行ひ畦を

浦鉛状の心畦となす。ィrtiB肥1，阻ln期はJt生脊状況によ

管理 間rj|―ntt情せるものは襄芽後生ff印湖にして f虻渾 しく整へるもの

1株3本を残 し｛也（ふこを除上し＊徳3菜を牛じたると き］付1本を除去し2*

‘し 1l-1, 2ぶ '[O)も?)は此2*を生ffせしむ.1沫 1本すのAのは牛存趾刷

こして摘心後の生育JIX態の整へるもの 、みを残し他を剪除す、直播法に依

す移植せるものも之に準じて間引き を行ふ。

東各枝 l文摘心一甜瓜は親蔓に雌花を祈牛するこご晩 く且稀なれ ども子径以 k

の側枝には各枝の第一栄目父は第二葉11に雌花を積生するものなれは＼親必

早く 摘心 し（• 必及係硲の漿生を吊むるこミ肝裳なり 、 故 に、こが摘心0) 1 i無

巧拙は甜瓜栽培の秘訣ミも稲すべく 品 も必要なる作契な りミす

1株1本忙法にありては本痣 り染を牛立しミ ぎ↓葉を残 して摘心 し、l枝

仲長せしむ。，とより疲牛せる係

るものは其先端 1虻を残して摘

心すツ1引親迎の甚部其他より・J

泊盆＇．t：其他 により 牛宥中l郷、1多ぎ

のほ木を残す こミあ り、此場合(j1本のf:}

数如成 じ．1株よ り痰牛せしむべき拮果1:

を中hlfに保たしむべ し。

u土地の乾燥を防 <' n 的を以て圃地に敷桑をf •

、麟（よ切め株元に凱困凶敷き、後荘切11長に伴ひ中耕I:．寄の際2-31じl

之を行ふ。

輝如｝J一雌花開花を始むれば叡雌粉の媒助々行ひ結宜を助くへしシ

i鯰一伍の移植沿時は勿論Jt•他の時に於ても l ．．地の乾燥甚し き出合はA炉

病塁害

1iば一成飲瓜は他の乱「瓜に比し芍勢1狙むこして栽培易容なれきも甜lJ・・＼粉i村

(Rphaer0the a fuhgimn srh¥,;凡lヽV3(la.)甜瓜露r点病 (Peronoplasmop:1rnColen,i 
し被・1位：砂追を以て注応すぺ し勺之が一般的

ガ除法な褐ぐれば次の如し。

1. 栽培地の」北襄は砂収壌 1：を選謬：；しこ耕水に注慈すべし

ー・ 千．刷疏化カリ液、6灰が一ルドi郎八迅式）～iを数回釦jすヽヽ し.,

3. 符1即紀心（お迷かに除 1~すぺ し ．3
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輝 ー甜瓜の',t醤l’-Eなるものは「ウリハムシ」rクイワンクロ ウリハムシ」

r クイワ ノ オ＊コ＊ロギ」r ク マナヤカ•J r ワクアプラ ム シ 」r ウリノメイガ」「ウ

リiパヘ」等にして就中「ウ リハムシ」 rワクア プうムシ」rウリiバヘ」の波ri.

品も多きが如し。足等に対する一穀的防除法を球＜＇れば次0)如し ）

1. 防晶網使lIl-「ウリハムシ」其他の関来を防くため木綿網製印ね共に

30(nl 内外の品除網を被ふ、糾、よ夕剌IJ除 1~ し闘順ふを nJミ九 1 枚の情格

4 -5錢にて，i-4lじ）栽培の使Jllしこ堪ふるが如し」

2. 根元に除臨紅）撒布一根に「ウリハムシ」の幼臨tXI;入し果の成｛輝i伐ノど

雌せしむるこミ多きを以て品除即使川後2-31じ］根沿に除哉ぶi粉木1H,・;::; 

2-:i g，を撒{liし．h埠 0)恨邊が1辺勅く・・ベしC,「ナツクリシ」粉人少間をll駁` •一

撒布するも前訓楼0)放限を府す：：附せら：

3. ll頃 に毛畏軽統一防紺紋i嗅II]せす「ウリハムシ」り）防除をなすにはff.

んのJjikあるべきも 、女の疇「スキゲ」の底叙は，こに類するもり） （粽'll'l

訊他）を叫｛i物及幻）恨浚に私魯統 し凶＜ lかは「ウリハムシJO:,；こに近りるも

0)少＜ •府しで内に泌ひ入りたるも 0) は叫がこ之を捕叫紺令することを紺＾・・

し

t． 捕坦卵lIl-LI:fi中殊にhIi物'.,)珈．｝・「ウリ ハム シ」の被店多きを以て捕

器約を川ひ抽役すべし

5. 駆臨耀鱈ー「アソ・フ ムシ」］［｛翻甜溝統 として生在1渭t|l:.!]除釦＇j石

99州 、デリス州、硫酸.;:.コf;, "fi~撒布すべし。

nJ． 袋掛ー「ウ リt，くへ」其他果西に被，tを典ふる 'Lt臨•多き出合は開1Ef没ii

輝在ご認めたる貼．代'j1;,Cm長さ20mn内外の紙袋（新聞紙Jl；他）を掛けJI'・

O)fn似を防 ＜へしa

履 35HI勺々卜にて成熟す．成熱の徴f1j,_は外皮全閲淡泌色を符

ひ梢香ばな殷するを以てlt時期を逸せす収穫すべしu

田作成績 中央祈究所店某部に於ける昭和）L年度の試作成秘を掲ぐれ(”'

0)如し。

播種削 昭和）し年八｝］七fl（水仔祁が11;tl播）

畦幅株間 隈上1.2m畦滑60cm株間60cm

ー株本数 間引きて 1本ミ

開化始 ）L月三日 、成熟期十月八8、牧穫期手｝さ］閃日

10 a管i牧粒 1,518 kp, 2,783箇

"•大 1,060 g 平均―

品にて近年栽培せらるヽ金甜瓜及其他の甜瓜より風味良好なり。

池 甘 藍

・1・1

産地 二池ll茫には早生及中牛の2品種あり(J

こ就き忠載す．） ＊種はサクセツション種より淘汰選愕せる品種に して輻岡

三池郡地方はJ[1：．産地なり 。 同地力に於ける採稚 I./ -f• は糀岡縣貶店務諜内玩

採秤紐合賜合合より販代せらる。又別に横箔植木t和式令社及其他の往苗店

に於ても販究し届らが~n し e

竺池 中牛It~で 10a溢牧祉6,000kl( 

L)は→→

ば砂比較的ね温ならざる期間に栽培せられ、
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桝此前後期に 6るc全島に於ける栽培状況

島に於けるl5

年々 なる

13 

動 f•

•9 内にてiふ

り＇¢るた め移桧出川「滴

LI ：品の多く 9

耕橿概妻

情床條播

囮Afi.特にi,―

は撒播（ほ播を可ー、

の必要が品

ノヽ

‘るも1閏引出 乙/.e1 iし． しめて後

栽嗜時期 従

定＇，．

柑し 1

従来

種f •9 L 

H
 

れに於ける II四 ）秋培時期は七月 I:'11])り至日J7洲Jに
播

旬 ）り至1l月 1・.'i,)に4磯するI,p1卜涌ヽ・ -t ！なるに万詞 LI:
I「i怯

＇：［月吊 く卜月中 ドイl)より牧

て六月 中 1‘.10rIi如r'"加）際，ー

心 I^叫：．及I挽生U袋 とし

頃し虻肉飲約こして粘球允a• L品質

、晩植せる

出荷する

島に於て栽培

nし J

i期--

＇）る 廿佐

g期 牧筏I

。り濯iせるも U)

1 

と を比 Q11 ~..) 本代は砂kl訊

0)  

-Kなる品
I乏
IOa祐牧

！ 1；培

俯

約1:

Lは次の

考

'
J
 

~
以
り

＜

品

を

な

凶

、
き

種

く

位

多

品

水

中

址
る

に

さ

牧

な

巧

紺

太

、
利

嬰

」
の
好
有

t
と
恥
具
て

珈
脳
呵
｛
呵

2

2

4

3

6
 

至

日

j

i

H
至

(

r¥
,l

(

I
 

那

池

生

池

生

旬

旬

旬

j

女

r

=『中

＝＿

中

ー

／

11

か

旬

旬

旬

旬

旬

上

上

11

下

ヒ

J

月

月

月

月

i

上

り

上

上

ト

11

2

1

2

I

月

月

月

月

月

自

旬

ー

3

4

5

1

0

1
2
4
6

自

至

自

至

自

預

自

＃

旬

h

J

旬

旬

j

上

上

中

上

叶

旬

旬

旬

旬

旬

月

P

ー

中

上

上

ド

中

月

月

月

1

8

9

，

ー

ー

）

月

月

月

月

自

至

ー

1

1

8

9

1

2

3

旬

旬

．

u

至

自

至

自

至

n至

ト

．

洵

旬

匂

旬

旬

句

旬

旬

↑

l

l

下

q

月

月

H

J

月

ー

ド

ト

上

1
下

)

8

月

月

月

月

月

月

I

l

6

8

ー

1

8

9

0

1
 

に5
ー
に

i
‘

|
旧

至

l

f

J

至

印

如

助

叫

。

呵

出

通
早

出

’

（

｀

許

晩ー

／
｀
ー

1

し

来
種

従

品

,K軒’ti

株間

肥料

元肥

追肥

jt・他

0 

1.5 Ill (5){)の畦，こ二條

"1 1 J, 3.J-

） 

斗多きを＂［ミ

一般栽培に準す（漬臼

又は 7 Ul (2)1 

kg 

寸

4
 

人糞尿 5 過 隈石灰
k
 

ロー（尺れ名 X:lntl1<sin a viola,.eum ~chot.)は南洋地方の原産にして梃虻＾

他の状態鬼芋に似たるも里芋に比 し葉の切目
深く 虻柄に達 し廷を破るごきは

乳白状のiIを出す・ 9知恥iく2m内外に達し莞柄太く千芋は
大にし

形をなし煮食lflに適し親Jドよりの勅 炉は之を軟白して
芽芋となし、

創料こなすことを19。

氣候及土質 性

が栽培に適せりc

の 1J裏によく牛fi

品種

出i［往一炉、莞柄虻身共

は[t!'がこ伯似し内竹は粉fiにして味良好なり
。

紫代往一芽｀

四、 夕

施）但木棧

家便寛参照

口

も氣候を奸

こ於て特

o b Ilt茂切1-“'グたる壌士．

枯、虻脈共．梢濃紫色セ

i通り恒fn虻に比し施用肥

(Taro) 

：する

其他 こ人l：なき＆牧

池
生
9
^
Lu
.
 

｛粕少し。

栽培法

•1り地及栽柏一畑地々深耕し町松に土塊を砕

W rm 内外の•i貨を園 り元肥を栢し之に覆上．

こ 多

、
ー.“
n
 

ては殆ど）がE乙れ

f
 

咀料90rmとしJ［中央に深

間45cm~に種芋 1 筒宛を栽
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クロ

15 

棧芋一杜芋は中形にして 1筒直'.lit100 g I勺外のものを川ふ火なる稽芋を

ll]ふる時は小なるものに比し生(i良hr＊しこして牧袖多し。社芋不足ら出合には

大なが（芋lg2-3箇に切Eiしてlilふ。

肥料名元肥 —
第這j!第二「ビ］ ＇^一

-----k三c―可言―百ー□言下g
堆肥 l,500 -| _ _ 1,5001 8.700] 4.500i 7.500 

人批尿ー 375375 375 1,125 6.413: l.4f13, :1.03 

大豆ffl 56 -I―I ] ・・::1 3:{¥34 0.684', 1.21 
過伍れ石灰 22 - —; — 22 _1 3.30 
計 i : Il 8.747』 9.947 11.756 

元肥（填杭直前に抱し、氾肥ほ枝t直後打邸を廂て株間！れ畦の園側に施lす。

管理伶追肥施lIlの際叫紐如加：tを行ひ紅1111内外に・{IIl認しM-111

間楊11~こ）放渓砂し畑地の似＇店を防き，． 尚夏手位）く持紐0)批合はP．訟池水し

て生ffを助く べし

牧穫 栽栢後10箇月1勺外にして了芋．1いし1約200ビ（勺外さな厨：る時Ui¥

り取り祝芋及玲？に分つしーJ字は打卸1ミし汎芋臣＇狂＇栽培川に供せらる 。

うれば．． fi、 •;J·jの頃栽栢せしもの（バ研三、叫月以後市品に於て！！t弗瀾0)

鴇 lに出 119:iしiげらものなり。 f芋10：し？：：；り＇湛 5,

芽芋栽培 炉虹芋f})新年を軟I下Jせるも 0)なり。小芋がIIひて軟白せる根

嘱 I1せるも 0)を記＇：と柄し、？見芋なlllひて人なる行＇只軟 I'Iせるも'J)が「ス＇

1.t-」と稲・tる:ミあれ と＇共に牙芋ミ 稲すへしc

屈匂栽培は低温間にありては1いしこ軟化諷は杖化床守により登熱物ヽ ≫.ei史

川して良品尼国しi!}るも、本島に於て・クローは屈碍ff1するを以て狂熱i

1•1 を川ひす哨に ，I：i所に於て生且せしむるこミにより軟化を行ひ得るものな

り。種芋には親芋｝え ｛芋を共に使lIlLi!}るも親芋をlllふれば生fi殊I孔題に

してIt4,(Jt多きを以てh利なりし
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1 7 

平、雄肥

件と
。

他V)肥：l・クItiか乙に充分腐熟せる堆

＂り）

I I勺

l0,!191一，～ハ・.,...,り・-r ・.t.勺豆l!.;:
v l,J

こ従：ひ芽芋J)人5は直するも約5箇J:]間に

;J • I・殷［じ］の牧枇石＇｝ へし

I I{{ r • l / ¥ : I 

l1 1,. • 

ー'』― ,,.l

牧瑛期一昭和八fl!Ii.)]十八(]),J至rii1年 f・})(ILJ fl 

又はほ！肥序姓位）《‘mのl‘心に詔ぎ、数叩111及して

迅々穫九斯くて 1凶月の間に約3[e]づ 、に3-
4

2 kg 

園の外皮に簡罪なる杖化法を示せば次の如
し。

冷1~ 、 なl叶床等の内部に肥 I•• ;.t"' 90rm内外のlり．さに敷き，こ

1 t:nり1

五

6‘),753 ：ィ・

゜
マッシュルーム

豆名(MIIqhr(JfAIl)又はシャン ピニ

；にてi谷にir1ti又は西洋松・11：ミ

ッシ ）レー

らこ とJ)りu

ぐれば次の如し

ン4弗釈(̀hampign(9n)は、

ルーム0)序名（

ツ

ド

とー

・ンッ

マ~ッシュルーム
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培の褒袢地

Lし名：jPキは其繁珈IIの稚面は牧批、牡含及堆肥合等より自生1:i1ポ

りしものなりしが、西歴1830年頃、Kり阪洲に於てf紐iを培益し

るに至り念滋なる進歩をなし、各地に於て栽培せらる

培の品も盛なるは英f弗、米はなれさも世界

し、jl,.i'毘甚だ多し。｛遥に於てはク、しく新宿神苑に於て

弔一般に和及するに至らす、漸く大正十年に及ひポ都り）森本彦 ：nド氏は之
が栽卯こ成功して（I己培従J)種困輝く販i勺し．父店林省bi-I裕試敗出其f也に

於ても之が試験研究り）結果一般に紹介せられ．今

来 マッシュルーム 91バリー附近なるが如く 、初

が 培せ

/P採牧し

川｛―-供

り 現＾

)c 

本島に（

り要傾を紺る

年より多少生産品を咲北市均に出

の、こして1心なる

てマ ッシュルー

作を累心るこInl

つ、あ［

品 各地ヽ こ於て名イト

こ至れり↓

Jfl収な ¥)v

培中自；心叶れを生し其 ＇ 剖., 
．，
 J
I
 

ー

,
9
 ．
 

ヽ

に於て g 

「＊ワイト 」rァぅスカ」系，こ

，．．し香I

1. 

良なり u 比校的低溢にても獲fi良好なるが如しa

「クリーム」「コロンピャ」系にlふし、ク ・Jーム色々 翌/..,、 形なれミ

牧

ふ

f知の茸I』

るふ

心し。

rプラウン」rぶへiャ」系にlらし、褐色父ぷR函色ヤ呈し、中形又は

すc性叫にして栽培し易く翌南な 9厄 汁物ミなす時少しく1i色

汁物以外0) 料理に於ては色澤Jし••他松i卜に似たり ッ

ンユルームは硲，とを彰翡氏10 1と）麻:•20府内外にて狂ff良栽培時

て

沼こl.F る時はに二月中旬 り

して昭

瀬次打

るら

ヒ

し

以tに及べば1，勺布のため／必敗するこミ

十月）り至［I-り月迄を認・適!UJ~す。 印庫；ーかGO [] に て ．． 、;,If_碩生し．J研

紅j間60HI勺外なる姐て 1作の栽培は豆 120日に百る故に日j叩lJ

牧を始め二月卜'nJII々 穫セ終る。又二｝］

lヘ Iヽ1'nJ1訂

＂．
 

ー し

培
•— 

Iが'Iと

培

) " 

ヽ勺"'』L..匹ヽ』 9―“‘...u 、』 9_,.,” ‘̀"̀-̂ ,  0 

Iルームは光線を忌む l0)として、その印境を特に硝くせる設伽の中にて1

る、を＇舟通ミすれさ ．小規校の培呑0)際には変洒n澤 0ン小箱をIllじて
之fど殺 I・.r,~ I双は物凶小性守に四き恨き光線の常 ら・、るや うせぷiピ

i!}乙

ln 

し

I t 
事••J

して、

培

材料

し の 四nJ:、中't1)に

マツシュルーム

り甜温の

19 

、牧穫中期に於て登伯

心るe

ツシ

比

0)なり

，本島にては特に馬l也り）｛4ht'

t杜肥ぶ

ぷの低界にしてラ イ— r ▼ 

、tn

戌，こに・ヤ

.... —肥中罵粟の lil合

-.々enIミし｛企て凡党Jみヽ ．r

川

油‘~I l -:: 

を品合 1

て｛

辺均nならしむるた 堆肥合に於て羽辿船 lm)り-f1.2 m l:U)く）
）姪1m 1勺外の長方形に積み、4-5日にして 1回の切返を1l’

之在完成するを＇将通ミす。故に1涌床の酸酵には1箇月1勺

込時期々推定し本作業を開始せさるへからすJ切返(J)J.」

て外部を内部に I・部わい部1::..Iii."すへ

内外ミ

滋砂1iの知辺砕さるに至りたい与ャ糾ぶ：t ．c激なる位燥；ビ防＜

ため約2割内外の：l・・を混するをPIさするここのリulw.Ĵ 'ーパ心 OIJ‘‘よh,')か ヽ

てするときは成禎良好なるが如し↓血しI.水漏の程度は固く肝り怜

4-5氾l之

る 0)に



勾

るも 泌i滴 l‘•せ 用けば常に水0)附｝｝ し居るな

゜菌床の作リ方

＇）．何れの出合

1甘床に

培

の 1 に A,1 1 ·~;;i

しへ 允

•の丸なきは均ーに"’'J

I汎こ舟＇I.き足にてi炉灌

の1/,t"以てJ'h討i(li

多少異なれとも 、

帽 1：に立てば5-6c:n沈 Fするiu.心辿1:1:.：： T..,,i瞬U)l'}さは12Clll以 l―・

rm内外たるへしJ1.}設の宅以外の木拒、木『i冷にあ9)TIが方面

J.[t 
-.-F 以て

和用」：叩恥訊•0月 より ¥0)屈 ＜ 範幽rl ら 1 Ill 

諸込屈は 3.27nj2 (1 lI‘)に肘し375kg (100i'1)内外たるべし。

船は

肥0)

る所

)J)1心iさ及形｝

つこと

種菌 ツン

日五( JIl ミし特·~の取

るる

ウア ーノンスポーンの 往

(1 

柑

る

て

ヽ
ノ

し
1

2

ー

（
 
られたる のなり

l淋にd

拌して党と1}・如ふし力洪1"!Sに混合しif1

Jレームのiii糸に対する栽培上の川点にして、栽培

'”糸の比r州なり u現令f位iとしてJnu・した

フレー ク入ギーン(Fh'-.esp'¥wn) 野生採取

砂通栽培と「nl様0)床に栽妍しは糸の将＜錢延したるP．ね之カ

・一部を採り化燥貯

"
m
 

るか父

プリッ クスポーン (Bricks1nwn) 

｀切必曹t
 

をi:':i z」 のミ

してi

り

ーー
，
 

の及野II・

以

占＼

‘
,
ノ

0

、

』ヽ

り

1) 

，_り .'<1の

ド種ーlfi l A •

一捉宛ミ ‘

以て此叶

iしによれぶ菌宋l[lL父は堆肥出附近り肥J:.:t；i

0) l.e hiふれば成績良好な るを認めたり。 覆上の、9}さ

しば!rilまり治せは倅くる程度が1Iご

蕊

.;,) 

ロふ

理

し）発生

しめ．乾燥して貯

り） 胞f・

゜

こ復 凶

はi[1

l：産地佛

i9 ら め作

ー！； 日にし

梢 I‘降し詰込後1週間内外にして澁氏2

(l) 

以燥する

は八 l • 1．． と1'1外砂Jミ

面は常に適常0)し吐認保たしむらを＇＂’

力を邸0)hla.AfIコ和面の位、媒な肋 ＜

C, 

乾燥

i布し表而にピン

允l[I

心 ro(1寸

こる

こ於て
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の

し培 )£ミ

野

し

殖

外し後

1.: 

ャ．’l:Ll‘ 

フvークは

試

［ヽ．e多袖に合イiすi.

’‘ ,; CIll 

C9 

空匁

し出内のm

し ,jヽ

ッドミ

P.F代には外部
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り見るこさ を得す褒百杵しく不良 となるものなり 。故に適面灌水してし仕氣

1:P朋へ禁脊セ助く ぺい 瀧 Kは木だI＇，初の騎生ぜさる間は晴火なれば4-5日

全面に撒JKすぺ＜ ．躾に炊ワ）採牧P.yに入らば可成1況にi荻IKせさるt

恣：し．如硲は細nのものを川ひ I}辺咄の中間に灌くべ ｛ノし

牧穫 叫より牧穫迄の日敷は r如床材 rl . 温度． 他杜等の條件により、 •V・

．、・グれミも 、人閲，こ於て下稽&2週間にて覆 I．．せば頂t後40日内外にてピ

ンヘッド0)褒生を認め約2週間後より収穫を始む。牧穫削（間はJしそ2筒月に

互るものなり。 牧穫適川］は用途により異なれさも将通1:ii傘 ド被股0)破れん：：：

る11 ldfif立にして~i傘の表面に少しく糾） i状の も の 、生 じた る時ごすC U#; 

詰lnJl他 特に上等品を19Iしミ するP．乍は侶1日前に牧r'

牧f位の方法は井の）i部叩！ilを）f手二指にて押へ{j手三指にて令部を粍<i州

入捻じ迎せば容易に抜き取るこ：：：を1りべしJ店し此P.FF低く 取扱ふミきは北

部の菌IKに穴を生 じ他かl球 の登育を妨け又は斥it内f£折損するこ

て町店に取扱ふを要すu 多数の狐・,1,lー塊ミな り、族生せるものは］［生及せる

1箇針採牧せんがため他匂＆牲に供するこ ミあるを以てJし小群中の人部分が

生艮し牧穫適期となりた るミき牧穫すぺし、此時一奮二過人に失するも 0)

るも亦ll:.むセ褐ざるべし．

こlnひたる七を頃充し少しく 歴 して均らすぺし。

採牧したる収は町熔に容器に一列に並ぺ．冷涼なる必所に貯祓すべ しo牧

1 m 吝

い ） 床而にn色紫
り．営部に於ては此

をな， 。

面乾燥し品竹を •9-t;'す 。

ルームの役

n) 幼泡り）喰Jこにift}}0)か ヽりたる貼父は品溢ヽこして

る一 ー・

る時はは食O)J:部に困色の斑貼セ生するこ ミあり、J.l・登牛多きi.

叫 麺 伶lLし途に腐敗するこ ミあり 、病原明かならさ れミも一種のバクテリ

23 

ャな るが如し。之が衡防法ミしては（イ）灌IKの際幼奴に水の掛からぬ様i虚

るこミ（口）疇湘水後は室を開放して附fiせる水分四＜狂散せしむるこ

ミ（ハ）1訊激しき場合はクレゾール2-39織を撒布すれば生脊を始めた る

咆は一P．乍令部枯肌す札ども後却（牡全なるも0)を登ffせしめ柑べしし

2 鼠北；

I'叫湛込疇凩麟麒るこミあるを以て抽鼠器をJIlひ父はJし他｝j法によ

心 の騒除lJ:行ふぺし。

暉i培養 血i1こは恥じ訊nくフ vークスギーン・プリ‘ンクスぷーン、純

印滋訊々あれど心 鱈 1こ於て培呑するili印＇：没法を記せ l1次の虹1し

m -)は迄Jは細tJ)ビ、馬糞、芝根の腐熟せるも0唸．卸 I芍5はや1れし培

甚 ：： して適戸品むれ ども賞部に於ては馬成の科l新しきものな｝II嗅口硝

"K中に約八介L1位粍 ＜詰め込み綿栓し L以リI9 9 

股 以I:ーノ 温度にて 2時間宛2rじは日時間憫じ器に人れ殺l恥

行ふ 、

叫—叩砂 K に開 かさ る双を充分洗汁いしたる後千 倍の昇求 lk 1 こて:1,1/.J)外
部を拭ひ叩謬紐））にて外部を除き内部の肉片を5111m立J」位（人立火）1こ

切応し1t2-39tt培歪基を詰め？こ る屈k))中央部に人れ固く糾栓セ施しUI..f所

しこh訟する時は．今 三月頃なるときは3-士日 にして伯糸を狡生 し順吹

iし50-60日を＆をれは瓶疇糸を以て充面するに至る 3

四—培知磯配認殴媒せる即所 1こ lt滋し叩 、 • 日月頃播種 1り諷

する こ
デシケーク ー中に-,,avノ^ ・ハ`‘～”‘

貯蔵する ミきは一月良好なり c

…-Hil iじ種はは麟訊Jllしこ供し得れ ども将通の栽培叩りより ~ I. く）L月
伺 より ） IIなしl!·）党のみの面砕作り）L月下旬）り至十月」•貨］梢冷涼なる珈所

1ヽ— n,J!iに繁殖中の菌糸を積1はi~して Ill ふる時'々

成禎良好な り。

栽培成績摘要 に某部，こ於ける栽培成績0)既屯次の如し。
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品 種 名

プ ウ

II 
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終 期間 I
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4.615 
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化學的成分 マッシユムールの化躾的成分を

菜3種の成分を併記して比士し
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析したる成紐次の如 しJ尚

投要 ゜
i -. 

甘

人

困
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名
水分 鉗白rt. ¥脂肋 ＼炭水化物灰分
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試 巖麟．をなすしこ符；り、常に指祁糾賎はりたる技師磯永吉博士

丸t：ら呂天賜氏に封し感謝の慈を表
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